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We installed 45 temporary earthquake observation stations in the middle and northern parts of the 
Kinki district, where active faults are concentrated. The seismometers and data loggers used are 
newly developed. We perform the dense observation for about four years and analyze the data 
together with those of permanent stations (Fig.1) to detect heterogeneous structures related to the 
strain accumulation process. The purpose of this project is to clarify the relation between the strain 
accumulation and the earthquake generation.  
 

１．はじめに 

日本列島で最も活断層が集中している地域のひ

とつである近畿地方中北部のひずみ集中帯におい

て稠密地震観測を行い、ひずみ蓄積に影響を及ぼ

す不均質構造を検出し、ひずみ蓄積と地震発生メ

カニズムとの関連を明らかにすることが本計画の

目的である。 

本計画は、地震調査研究推進本部の委託業務「ひ

ずみ集中帯の重点的調査観測・研究」の一貫とし

て行われ、ひずみ集中帯の活断層及び活褶曲等の

活構造の全体像を明らかにし、震源断層モデルを

構築することにより、ひずみ集中帯で発生する地

震の規模の予測、発生時期の長期評価、強震動評

価の高度化を目指すものである。 

 

２．観測点について 

 
図 1：観測点分布 

08 年 11 月より、図 1 の黄色で示すオフライン

観測点 45 点を新たに設置し、観測を開始した。ま

た、赤色で示す既存の定常観測点 73 点のデータも

オンラインで利用する。 

 

３．観測機器について 

株式会社近計システム製の新型速度型地震計：

KVS-300 と稠密地震観測用データロガー：

EDR-X7000 を利用した（写真 1）。単１乾電池 32

本，4Gbyte の CF カード 4 枚により、約半年間の

連続記録が可能である。北部の積雪地帯でも越冬

して通年の観測が可能となった。 

   

  写真 1：EDR-X7000(左)と KVS-300(右) 

 
４．データ収録・解析システム 

システムは 3台のサーバー

で構成され、OS は linux

（RedHat Enterprise Linux）

で運用している。上記観測機

器により得られたデータは、

CF カード読取装置により 6枚 

まとめて読み取りが可能である（写真 2）。このデ

ータをオンラインデータとマージしてイベントデ

ータの作成を行う。 

写真 2：システム


